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医療機器政策調査研究所（MDPRO）では、2015 年 1 月の発足当初より、医療機器産業を取り

巻く市場や政策に関する動向を把握し、日々の調査研究活動に役立てることを目的として、毎日

のニュースの中から医療・医療機器関連の記事を幅広くピックアップし、タイトルを整理・蓄積

しています。2024 年 1 月発行の MDPRO リサーチ 1)では、2015 年 1 月～2023 年 11 月において、

MDPRO が確認した 2 万 5 千件を越える医療機器産業関連のニュースタイトルに対し、テキスト

マイニングを用いた分析が行われましたが、2 年経過したことを受けて、2023～2025 年度につい

ても同様に産業動向の可視化を試みました。 

閲覧媒体と抽出カテゴリー概要は継続しており（表 1）、ピックアップされた記事の年間総数に

ついても、2022 年以前同様に 2000～4000 件程度の範囲で推移していました（図 1）。 

また、本コラムでは、抽出カテゴリーを整理し、2 群に分けて傾向を確認しました（図 2 図 3）。 

 

表 1 閲覧媒体と抽出カテゴリー 

（出所）MDPRO リサーチ「テキストマイニングを用いた医療機器産業の動向分析」1) 

 

 

 

 

 

 

図 1 年度別のピックアップ記事総数  （出所）MDPRO にて作成 

 

 なお、先行リサーチ 1)でも示されているように、本取組には以下の留意点が挙げられます。 

・抽出カテゴリーによって、ピックアップするニュースの切り口を制限している 

・抽出カテゴリーによる統一的なルールはあるが、実際に記事をピックアップする担当者（各

年度 3 名体制）の主観に基づいて、収集および分野判定している 

さらに、分野判定は、1 記事当たり 1 分野に限定せず複数分野を選定可能な運用としています。 

記事例）「AI 診断システムが医療費削減に貢献」⇒「医療費動向」・「AI」に該当 

 

 2023～2025 年度に収集した記事について、「各分野別比率（カテゴリーテーマ該当数／総数）」

を年度毎に集計し、α群（図 2：大枠的な名称のカテゴリー）およびβ群（図 3：個別トピックス

的なカテゴリー）に分けて図示しました。まず、α群では、①研究開発と③政策等に約 2 割ずつ、

②申請上市等と④社会保障費等に約 1 割ずつ該当していることが分かりました。MDPRO の閲覧

媒体は（表 1）、世の中の一部に過ぎませんが、年度毎での極端な特徴は見られなかったことから、

近年における医療機器産業関連のニュースの分野比率は、概ね安定しているようです。 

 

MDPRO ミニコラム： 2023～2025 年度のニューストレンドと AI・データ利活用 
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図 2 α：大枠的な名称のカテゴリー群における各分野別比率（年度毎） （出所）MDPRO にて作成 

 

また、β群では（図 3）、⑤医療データ利活用等と⑥AI 関連に約 1 割ずつ該当しており、両者は

β群において注目の高いテーマとなっていることが確認されました。⑤⑥のピックアップ総数は、

3 年間で各 800 件程度（⑤789、⑥834）でしたが、そのうち、⑤⑥両方に該当する記事は 107 件

（3 年間推移：34→28→45）ピックアップされていました。両者は相互関連性が高い分野である

と考えられ、重複該当が今後さらに増加する可能性も予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 β：個別トピックス的なカテゴリー群における各分類別比率（年度毎） 

（出所）MDPRO にて作成 

 

2025 年度にピックアップされた「⑥AI 関連」分野の記事について、先行リサーチ 1)同様に共起

ネットワークを作成したところ（図 4）、「AI」と高い関連性を示す単語の多くは、2023 年 11 月

以前（図 5）と同一でしたが、「効率」「解析」「生成・作成」という単語の新出が見られたことや、

「開始」「提供」「導入」といった単語との関連性の高まりが特徴的でした。この結果は、最近の AI

活用が、研究開発段階から医療現場での実用段階に進んでいることに加え、「生成 AI」の実装が進

展していることを示唆するものと思われます。 
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図 4 「AI」関連記事の共起ネットワーク    （出所）MDPRO にて作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 先行リサーチにおける全集計データの共起ネットワーク   

（出所）MDPRO リサーチ「テキストマイニングを用いた医療機器産業の動向分析」1) 
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近年では、電子カルテや検査データ、ウェアラブル端末から得られる日常的な健康情報など、

多様な医療データの蓄積により、トレンドやリスクの可視化が可能となっています。AI がデータ

解析することで、診断や治療方針の最適化、予防医療の推進にも寄与していることから、AI 活用

にはデータ利活用が不可欠と考えられます。 

特に画像診断の分野では、AI が読影補助として活躍し始めており、アウトプットの精査が医師

に求められるものの、CT や MRI 画像の高速解析は、がんや疾患の発見に貢献しており、医師の

負担軽減にもつながることが見込まれています。また、患者個々の遺伝情報や生活習慣データを

組み合わせた「個別化医療」の実現に向けても、AI への期待は高く、併せて医療等データ利活用

に関する整備も急ぎ進められています。 

 

2024 年 9 月末には「医療デジタルデータの AI 研究開発等への利活用に係るガイドライン 2)」

が厚生労働省より発出され、AI 活用の実務指針として、医療データ（電子カルテ、画像、ゲノム

等）を AI 開発・研究に使う際のルールが整理されました。このガイドラインは、医療機関、研究

機関、企業（AI 開発者等）を対象としており、個人情報保護法における仮名加工情報の活用や、

データ提供の適正手続き、倫理・法的課題対応などについて記載されています。ガイドラインの

作成と併せて、2023 年に「保健医療分野におけるデジタルデータの AI 研究開発等への利活用に

係る倫理的・法的・社会的課題の抽出及び対応策の提言のための研究 3)」報告書（令和 4 年度厚生

労働科学研究費補助金 政策科学総合研究事業）や「健康・医療リアルワールドデータ利活用基盤

の構築と生成 AI への展開 4)」（JST（科学技術政策）戦略プロポーザル）もまとめられており、AI

および医療データ利活用の課題整理や制度設計が行われていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 医療データの利活用に関する今後の対応 

（出所）内閣府 第 1 回医療情報の利活用の推進に関する検討会資料 2「今後の検討進め方について」5) 

 

医機連でも、2024 年末に「仮名加工情報の利活用による AI 医療機器の開発のための企業向け

ガイダンス第 1.0 版 6)」を発行し、厚生労働省からの事務連絡として紹介されました。その後も、

「医療等データ利活用推進分科会」など、各種 WG（ワーキンググループ）活動を進めており、

2025 年 9 月より行われている内閣府の「医療等情報の利活用の推進に関する検討会」（図 6）から

は、2026 年 1 月に中間まとめも発行されています 5)。 
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これらの検討成果は、2023～2025 年度におけるニュース記事の傾向に表れていると考えられ、

今後は、医療従事者をはじめ、ヒトと AI が協働する体制の構築がポイントと予想されます。「AI」

と「医療データ」との融合により、医療の質と効率を高めることは重要であり、引き続き社会全体

で活用のあり方を考えていく必要があるでしょう。 

MDPRO としても、医療や国内だけに限らず、経済同友会における AI 戦略の委員会新設 7)や、

2026 年度より適用開始見込の「EU AI 法 8)」など、医療機器以外も含めて幅広く動向注視を続け

てまいります。 

 

 

◇ 出典（URL は 2026 年 5 月 8 日時点） 
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国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター 

https://www.jst.go.jp/crds/pdf/2023/SP/CRDS-FY2023-SP-04.pdf 

5) 内閣府：医療等情報の利活用の推進に関する検討会 

https://www8.cao.go.jp/iryou/studygloup/index.html 

6) 医機連：仮名加工情報の利活用による AI 医療機器の開発のための企業向けガイダンス 第 1.0 版 

https://www.jfmda.gr.jp/activity/committee/AI_Guidance_1.0 
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https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00778539 

8) 欧州連合日本政府代表部：EU AI 法の概要 

https://www.cas.go.jp/jp/seisakukaigi/titeki2/ai_kentoukai/gijisidai/dai8/sanko12.pdf 

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=OJ:L_202401689 

 

 

(医療機器政策調査研究所 木下 裕美子 記) 

     

 
医療機器政策調査研究所からのお知らせ   @JFMDA_MDPRO 

X(旧 Twitter)で医療機器産業関連のニュースを配信中。医機連トップページからフォローできます。  
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